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は じ め に

わ が国 に キ ウ イ フ ル ー ツ が栽培 さ れ始 め て 20 数年が

経過 し た。 キ ウ イ フ ル ー ツ の落葉性病害 は， ニ ュ ー ジ ー

ラ ン ド か ら 報告 ( I-IA\vTIIOllNE et al . ，  1982， 1986) さ れて

い る が， 1981 年 こ ろ か ら 神奈 川 県 の 各地 で類似の病害

が発生 し 始 め た 。 す な わ ち ， 8 月 下旬 こ ろ か ら 硬化葉 に

円 形 な い し 不整 形 の 褐斑 を 生 じ， 10 月 こ ろ に は 落葉す

る 症状で あ っ た。 そ の 病 原菌 に つ い て 検討 し た 結果，

Pestalotioþsis longiseta と P. neglecta， Collelolriclzwn 

acutaturn と C. gloeosþoηoides お よ び Phomo/Jsis sp. が

関与 す る こ と が明 ら か に な っ た 。 Pesta/otioÞsis 属 菌 に

よ る 病害 を ペ ス タ ロ チ ア病， Colletol1ichurn 属菌 に よ る

病害 を 炭痘病， お よ び Phorno向応 属 菌 に よ る 病害 を 角

斑病 と 呼称す る こ と を提案 し た (牛山 ら ， 1996) の で，

そ の概要 に つ い て紹介す る 。

な お ， 本研究 を行 う に 当 た っ て 対!ji賢官!lï を分譲 し て い た

だ い た 元農林水産省野菜 ・ 茶業試験場成津信吉博士， 東

京農業大学矢 口行雄博士， 農林水産省果樹試験場家城洋

之博士， お よ び病原菌の分類 ・ 同定の ご指導 を賜 っ た 東

京農業大学教授小林享夫博士 に 厚 く お 礼 申 し 上 げ る 。
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I ぺ ス タ ロ チ ア病

病徴 と 発生状況 : 1988 年 10 月 ， 神奈川 県 秦野市栃窪

の成木園で， 硬化葉 に 輪紋 を 伴 っ た 褐色の病斑 ( 口絵写

真②) を 多数生 じ， 10 月 こ ろ に は樹 に よ っ て は 90%以

上 も 激 し く 落葉 し た ( 口 絵写真①) 。 落葉の 多 い 所 に 発

生 し た 新柑 の 新 薬 に は， 褐色の斑点 の 発 生 が認 め ら れ

た。 そ の後， 県下各地 の 園 の 硬化葉 に部分的 な 発生が認

め ら れた 。 擢病葉 を混室 に 保 つ と ， し ば し ば黒色の胞子

角 の形成が認 め ら れた ( 口 絵写真⑦) 。

病原体の分離 と 病原性 : 輪紋型病斑部 か ら 70% エ タ

ノ ー ル で表面殺菌 し ， PDA 培地 に 置床 し て 糸状 菌 を 分

離 し た 結果， Pestalotio戸szs 属 菌 が 50�60% の 高 率 に ，

Colletotrichum 属 菌 は 0 � 1 0 % ， Phomoþsis 属 菌 は

20�30%分離 さ れた 。

キ ウ イ フ ル ー ツ 葉の褐色輪紋型病斑 と サ ル ナ シ 業 の 円

形褐色病斑ー か ら 分離 し た Pes的lotioþsis 属 菌 の 菌株 お よ

びチ ャ 輪斑病の病原菌 P. longiseta と P. theae 菌の 2 種

を対照菌 と し て ， へ イ ワ ー ド 種の展開 し た 未硬化葉 と 硬

化葉お よ びサjレ ナ シ実生苗の未硬化葉 に ， 有{毎 と 無傷で

接種 し た 。 そ の結果， い ずれの供試菌株お よ び対照菌 と

図ー 1 キ ウ イ ブ ノレ ー ツ落葉性病害の病原菌の分生子

a ; Pestalotioþsis longiseta， b ;  P. lIeglectα， c ;  Colletotηc//.I())1 aClltatmfl ， d ;  C. gloeosþorioides， 

e ;  Phomoþsis sp 黒線の 長 さ = 20 μIII

Pestalotia Disease， Anthracnose and Angular Leaf Spol of Kiwifruit. ßy I< inj i  USHIYMIA 

( キ ー ワ ー ド キ ウ イ フ ル ー ツ ， 落葉性病Z!.T-， ペ ス タ ロ チ ア病， 炭痘病， 角斑病)一一一 15
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表 ー 1 褐色輪紋型病斑か ら 分離 し た Pestalotiopsis sp. の分生子の大 き さ と 特性

菌種 分 生 子 頂部 付属糸 基部 付属糸
有色細胞

菌種 No. 長 さ X 幅 (μm) 長 さ (μm) 本数 長 さ (μm)

分離菌
KWLH-2 

9 ZS 1 -1 -2叫

9 ZS 1 -2-1') 

3 KS-2 

3 KS-3 

P. longisetab) 

H (KA 8-3) C) 

P. theaeb) 

H (7-2-T) C) 

P. neglectab】

19�24 X 6�8 

19�24 X 5�8 

16�22 X 6�7 

18�21 X 5�6 

14�20 X 5�8 

22�25 x 7 . 5�9 

18�24 X 6�8 

23�30 X 7�8 

23�32 X 6�8 

20�26 x 5�7 

14�26 3 3�7 2 細胞濃
17�25 3 4�8 11 

14�31 3 3�6 ノl

8�18 2�3 3�6 3 細胞淡色

5�20 2 1�6 11 

18�38 3 ま れに 4 4�11  2 細胞濃

16�28 3 2�9 H 

25�48 2�4 5�9 3 細胞同色
32�41 2�3 3 . 6�9 11 

9�23 3 3�7 3 細胞淡色

a) : サル ナ シ葉分離蘭， b) : GUBA， E. F. ( 1961 ) ，  c) : チ ャ 輪斑病菌 (農林水産省野菜

茶試菌株)

も キ ウイ フ ル ー ツ の硬化葉への有傷接種で病原d生が認め

ら れた が， 無傷接種では病原性 は認め ら れな か っ た。 ま

た ， 未硬化葉への接種で は有傷接種で も 病原性が全 く 認

め ら れ な い か， わ ず か に 接種部 が褐変す る 程度 で あ っ

た 。 接種 し た病斑 は褐色 な い し灰 白色の濃淡の あ る 輪紋

状 に な り ， そ の い ず れ の 病斑 部 か ら も 接種 菌 と 同 じ

Pestalotiopsis 属菌 が再分離さ れ た 。 サ ル ナ シ の 未硬化

葉への接種では， 有傷接種で病原性が認め ら れ， 黒褐色

な い し灰白色の病斑 を形成 し た 。

分離菌の同定 お よ び病名 : 分離菌 と 対照菌の分生子の

特性比較 を 表 1 に 示 し た 。 キ ウイ フ ル ー ツ 葉 と サ ノレ ナ

シ葉か ら 分離 し た Pestalotiopsis 属菌 の分生子 は 5 細胞，

そ の う ち の 3 細胞が有色で， 上部 に 数本の付属糸， 下部

に I 本 の 付属 糸 を 有 し て い た 。 こ の Pestalotiopsis 属 菌

に は， 中 間有色細胞の上 2 細胞が下 l 細胞 よ り 濃色の異

色群の も の (図ー1 a) と ， 有色 3 細胞が淡色の 同色群の

も の (図ー1 b) と の 2 種が認め ら れた 。 分生子 の有色細

胞 が 異 色 の 菌 株 は， 紡 す い 形， 大 き さ 16�24X 5�8

μm， 頂部付属糸 3 本 で長さ 14�31 μm， 基部付属 糸 は

1 本で長さ 3�8 μm， 5 細胞 の う ち 有色 3 細胞の上 2 細

胞が焦 げ茶色で濃 い。 こ の こ と は対照 に 用 い た チ ャ 輪斑

病菌 P. longiseta お よ び GUBA (1961) の 記載 と ほ ぽ一

致 し た こ と か ら ， 本菌株 を P. 1m悠"Ïsefa と 同定 し た 。

ま た ， 分生子の有色細胞が同色の菌株 は， 紡す い形，

大 き さ 14�21 X 5�8 μm と 若 干 小 さ く ， 頂 部 付 属 糸

2�3 本 で長さ 5�20 μm と 短 く ， 基 部 付 属 糸 l 本 で長

さ 1�6 μm， 有色 3 細 胞 は 淡 い オ リ ー プ色 で あ る 。 こ

の値は GUBA (1961) の記載 し た P. neglecta と ほ ぼ一致

し た こ と か ら ， 本菌株 を P. neglecta と 同定 し た 。

Pestalotiopsis 属 菌 が 高 率 に 分離 さ れ， 同 定 さ れ た 2

種の菌の接種 に よ っ て も 同一の病斑 を再現で き ， し か も

再分離で き た こ と か ら ， 両種が本症状の 主病原菌で あ る

と い え る 。 こ の よ う な キ ウ イ フ ル ー ツ の病害 は わ が国 で

は未報告であ る の で， キ ウイ フ ル ー ツ の葉の褐色輪紋型

病 斑 の 病 名 を ペ ス タ ロ チ ア 病 と 呼称 し ， 病 原 菌 を P.

longiseta お よ び P. neglecta の 2 種 と す る こ と を 提案 し

た。

E 炭 痘 病

病徽 お よ び発生状況 : 1981 年 8 月 ， 神奈川 県 湯 河 原

町鍛冶屋の成木園で， 円形褐色 の やや大型の病斑 ( 口絵

写真③) を 生 じ ， 10 月 こ ろ に は 落葉が多 く な っ た 。 園
の外周部 な ど風当 た り の強 い所 に 発生が多 か っ た 。 病斑

が融合 し た と こ ろ で は， 葉の半分以上 に も 及ぶ大形の病

斑 に な り ， 灰色 な い し 銀灰色 を 呈 し た ( 口 絵写真④) 。

そ の後， 毎年の よ う に 県下各地 の 園 で部分的 な発生が認

め ら れた 。 病斑部 に は分生子層 な ど の形成 は不明 り ょ う

であ っ た 。

逗子市桜山 の サ ル ナ シ の葉 に も ， 円形褐色病斑の発生

を認め た ( 口絵写真⑥) 。

病原体の分離 と 病原性 : 円形褐色病斑 と 褐色 な い し銀

灰色病斑か ら 糸状菌 を分離 し た 結果， Colletotrichum 属

菌 が 50 � 100 % と 高 率 で ， Pesta lo tioρszs 属 菌 は

O�20 %， Phomopsis 属 菌 は 0 �48% で あ っ た 。 サ ル ナ

シ葉か ら は Colletotrichum 属菌が高 率 に 分離され， Pes. 

talotioρ'szs 属商 と Phomopsis 属菌 も 分離 さ れ た 。 分離 し

た Colletotrichum 属菌 に は PDA 培地 に 赤色の色素 を 産

生す る 菌株 (以下， 赤色系 と い う ) と 色素 を産生 し な い

一一一 16 一一一
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表 - 2 円形褐色や銀灰色病斑等か ら 分離 し た Colleωtrichum sp の分生子の大 き さ ・ 特性

菌 種

菌株 No.

分 生 子

長 さ X 幅 (μm) 形 状

付 着 器
菌叢色素 菌核 剛毛

(大 き さ (μm) )

分離菌 (赤色系)
93 KLC-2 

K H  11�12 X 3 . 6�4 . 0  IJ 

11�13 X 4 . 0�4 . 4 紡す い形 赤紅色 無 無 だ 円~ こ ん俸状

H 
(6�l 1 X 4�6) 

無 無 こ ん棒~不整形

(5� l 1 X 4�6) 

無 無 だ 円~ こ ん棒状3 KEC 1O�12 X 4 . 0�4 . 4  IJ H 

9 ZS 1-2-2叫 11� 14 x 4 . 0�4 . 4  やや紡す い形 紅~桃色 無

~紡すい形
H 桃色

(6�9 X 4�6) 

無 だ 円~ こ ん棒状
(6�8 X 4�6) 

こ ん棒~不整形C. acutatum b) 8 . 5� 16 . 5 X 2 . 5�4 . 0  

IJ (CCA-l ) C) 1 1�14 x 4 . 0�4 . 4  H 
no

 zr

 

x

ん

~

叩

こ

叫

~

~
P
 

5

円

~

00
・4」
au

(
f
(

 

無無色紅赤

分離菌 ( 白色系)

93 KLC-1 13�16 X 4 . 0  円筒形 無 無 こ ん棒~不整形

C. gloeoゆorioidesb) 9�24 x 3 .  0�4 . 5 IJ 

IJ (PC-3) d) 1O�16 x 3 . 6�5 . 0  円筒形

白色
( 10�16 X 8�1O) 

変異 あ り こ ん棒~不整形
(6�20 x 4� 1 2) 

白色~桃色 無 無 こ ん棒~不整形
(8�9 X 5�7) 

a)  : サル ナ シ業分離菌株， b) : SUTTON， B .  C. ( 1980) ， cl : コ ス モ ス 炭痘病菌， d) パパ イ ヤ紬腐病菌

菌株 (以下， 白色系 と い う ) の 2 種があ っ た 。

分離 し た 2 種の菌株 と 対照菌 と し て コ ス モ ス 炭痘病菌

(矢 口 ら ， 1996) の C. acutatum お よ びノ Tパ イ ヤ軸腐病

菌 (矢 口 ら ， 1992) の C. gloeoゆorioides も 供試 し， キ

ウイ フ ルー ツ お よ びサ ル ナ シ葉へ接種 し た 。 そ の結果，

赤色系の菌株 と 対照菌の C. acutatum は と も に キ ウイ フ

ルー ツ の硬化葉お よ び未硬化葉への有傷接種で病原性が

認 め ら れ た が， 無傷接種 で は病原性 は 認 め ら れ な か っ

た 。 サ ル ナ シ の未硬化葉への接種で も 有傷接種での み病

原 性 が 認 め ら れ た 。 白 色 系 の 菌 株 は ， 対 照 菌 の c.

gloeo者porioides 菌 と 同様 に キ ウイ フ ルー ツ の硬化葉 に病

原性が認め ら れた 。 病斑 は ， 赤色系， 白色系 と も 褐色斑

で， 明 り よ う な斑紋の形成 は認め ら れ な か っ た。 病斑部

か ら は 接種菌 と 同 じ Colletotrichum 属 菌 が再分離さ れ

た。

分離菌の 同定 お よ び病名 : 分離菌 と 対照菌の分生子の

特性比較 を 表ー2 に 示 し た 。 赤色系菌株 の分生子 は や や

紡 す い 形 な い し 紡す い 形， 大 き さ 1O�14X 3 . 6�4. 4μm

(図 1 C) ， 菌核や剛毛 は形成せ ず， 付着器 は だ 円~ こ ん
棒状 あ る い は不整形で大 き さ 5�15 X 4�6 μm。 こ の 数

値 は ， 対照 に 用 い た コ ス モ ス 炭痘病菌 の C. acutatum の

数値 お よ び SUTTON ( 1980 ) の 記載 と ほ ぼ一致 し た こ と

か ら ， 本菌株 を C. acutatum と 同定 し た 。 白色系の菌株

の分生子 は 円 筒形， 大 き さ 13�16 X 4μm (図-1 d) ， 菌

核や剛毛 を形成せ ず， 付着器 は こ ん棒状 な い し 不整形で

大 き さ 10 �16 X 8�10 μm。 こ の 数値 は 対照 に 用 い た パ

パ イ ヤ 軸 腐 病 菌 の C. gloeoゆorioides お よ び SUTTON

(1980 ) の 記 載 値 と 一 致 す る こ と か ら ， 本 菌 株 を C

gloeosþorioides と 同定 し た 。

2 種の菌株 と も キ ウイ フ ル ー ツ の 葉 に 有傷接種 で の み

斑紋な ど の な い褐色の病斑が再現され， 接種菌が再分離

された こ と か ら ， 円形褐色 な い し 銀灰色病斑の 主た る 病

原 は両種 に よ る も の と い え る 。 両菌 は 炭痘病菌であ り ，

わが国での本症状の報告がな い こ と か ら ， 病名 を 炭痘病

と 呼称 し ， 病原菌 を C. acutatum お よ び C. gloeo司por­

ioides の 2 種 と す る こ と を提案 し た 。

皿 角 斑 病

病徹 お よ び発生状況 : 1991 年 10 月 神奈川 県小 田 原市

田 島 お よ び南足柄市広町の成木園 で， 圏 内 に部分的 に 角

型の褐色病斑が発生 し た ( 口 絵写真⑤) 。 翌年 7 月 に 神

奈川 県 山北町山北の未硬化葉 に も 発生 を 認 め た 。 そ の

後， 県下各地の 闘 で部分的 に発生 を 認 め た 。 擢病葉 を湿

室 に保つ と ， 黒色 の柄子殻お よ び乳 白 な い し黄色 の胞子

角 の形成が認め ら れた ( 口絵写真@) 。

病原体の分離 と 病原性 : 角斑型褐色病斑部か ら 糸状菌
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部か ら は Phomoρ'sis 厨菌が再分離 さ れた 。

分離菌 の 同 定 お よ び病名 : 分離菌 と 対照菌 の 分生子の

大 き さ の比較 を 表 3 に 示 し た 。 キ ウ イ フ ル ー ツ の 葉 の

角斑型病斑 お よ び果 実 か ら 分離 し た Phomopsis 属 菌 は

PDA 培地 に 黄褐色 あ る い は 黒褐色 の 色 素 を 産 生 し ， や

がて黒色の柄子殻 を 形成 し て ク リ ー ム 色 あ る い は 黄色の

胞子角 を 噴 出 し た 。 分生子 は 紡 す い 形 の 無 色 の α 型胞
むち

子 と 無色の鞭状の β 型胞子 の 2 種類が形成 さ れ た 。 α型

柄胞子 の 大 き さ は 5�9 X 1 . 6�2 . 8 μm ( 図 - 1 e) 。 対 照

の カ ン キ ツ 黒点病菌 よ り も 細 く ， 油胞 は小 さ い。 β 型柄

胞 子 の 大 き さ は 16�34 X 1� 1 . 8 μm。 キ ウ イ フ ル ー ツ

の葉か ら 分離 し た 菌株 と 果実軟腐病果実か ら 分離 し た 菌

株 と の混植培養で， キ ウ イ フ ル ー ツ 枝上 に 完全時代 の 子

の う 殻 を 形成 し た の で， 両者 は 同根関係 に あ る も の と 思

わ れ る が， 種名 の 同定 は今後の検討 に 待 ち た い 。

角斑型病斑か ら は Phomo:ρ'sis 属菌が高率 に 分離 さ れ，

キ ウ イ フ ル ー ツ の葉への接種で病原性 を 示 し ， 接種菌が

再分離 さ れた こ と か ら Phomopsis 属 菌 が本症状 の 主 病

原菌 と い え る 。 本症状の報告 は な い こ と か ら ， 本病の病

名 を 角 斑病 と 呼称 し ， 病原 は 種 未 同 定 の Phomopsis 属

菌 と す る こ と を提案 し た 。

( 1997 年)

を 分 離 し た 結 果， Phomopsis 属 菌 が 48�100% と 高 率

に ， Pestalotioþ必 属 菌 は O�20%， Colletotrichum 属 菌

は O�28% の分離率であ っ た 。

分離 し た Phomopsis 属菌 の 菌株 と キ ウ イ フ ル ー ツ 果

実軟腐病果か ら 分離 し た 菌株お よ び対照 に カ ン キ ツ 黒点

病菌 を キ ウ イ フ ル ー ツ 葉 お よ びサ ル ナ シ葉へ接種 し た 。

そ の結果， 供試 し た 菌株 は い ずれ も キ ウ イ フ ルー ツ の硬

化葉 と 未硬化葉 に 有傷接種 で の み病原性が認 め ら れ た

が， 対照菌の カ ン キ ツ 黒点病菌 で は ， 有傷接種で も 病原

性 は認め ら れ な か っ た 。 サ ル ナ シ未硬化葉で も 同様で，

有傷接種での み病原性が認 め ら れた が， カ ン キ ツ 黒点病

菌 は病原性が認め ら れな か っ た 。 病斑 は褐色でやや濃淡

があ り ， 葉脈 に 沿 っ て 進展す る 場合 も あ っ た 。 接種病斑
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表-3 角斑型症状業等か ら 分離 し た Pho附lþsお sp. の分生子の大 き さ

β型分生子
(μm) 

α 型分生子
(μm) 

菌種
菌株 No.

16-24 X 1 . 2  

26-34 X 1 . 2  

18-26 X 1 . 0  

24-30 X 1 . 2  

2 1-30 X 1 . 8  

5-9 X 1 . 6-2 . 4  

6-8 X 2 . 0-2 . 4  

6-8 X 2 . 0-2 . 4  

6-8 X 2 . 0-2 . 4  

6-9 X 2 . 0-2 . 8  

Phomo:ρsis sp. 

KWLH-4 

3 KLP 

9 Z5 1- 1- 1叫

FP-20同

FP-23同

ペ ス タ ロ チ ア 病， 炭痘病お よ び角斑病 を起 こ す病原菌

の薬剤感受性 を検討す る た め ， キ ウ イ フ ルー ツ に 登録の

あ る 6 殺菌剤 を実用 散布濃度 に な る よ う PDA 培地 に 添

加 し， 病原菌 の 菌 糸 の 生育状況 を 調査 し た (表-4) 。 ペ

ス タ ロ チ ア 病 の 2 種病原菌 と 角 斑 病 の Phomo.ρ's!s 属 菌

に 対 し て は ， い ずれの供試 6 薬剤 と も 菌叢の生育 を よ く

病原菌の薬剤感受性w 

7-9 x 2 . 4-4 

5-9 x 1 . 5-3 

6-8 x 1 . 5-2 . 5  

6-7 x 1 . 5-3 . 。

D句þorthe citrぜ

94 FP-1c1 

D. medusaedl 

D. þerni・âosa叫

D. actinidiaeel 

a) : サ ル ナ シ葉分離菌株. b) : キ ウ イ フ ル ー ツ 果実軟腐病菌，

c) : ;カ ン キ ツ 黒点病菌株. d) : カ ン キ ツ 小黒点病菌 (Yamato) .

e) : HAWTHORNE， B .  T .  et al .  

落葉性病原菌 に対す る 殺菌剤の菌糸生育抑制効果
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表 -4

希釈
倍率添加殺菌剤Y'I

7 6 

+一
士
士
+
+

+一
+一
+
+一
+

+ 
士

土

+ 

:tc) 

土

+ 
± 

+ 
+ 

± 
+ ± 

品H
H廿
川廿

骨
骨
骨

士

500 

1 ， 000 

1 . 000 

1 . 500 

1 ， 000 

1 . 000 
2 . 000 

1 . 000 
2 . 000 

TPN 

イ プ ロ ジ オ ン

ピ ン ク ロ ゾ リ ン

フ ル ア ジ ナ ム

チ オ フ ァ ネ ー ト メ チ ル
ベ ノ ミ ル

無 添 加 判十
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a) : PDA 培地添加殺菌剤. b) : 1 : キ ウ イ 葉分離 KWLH-2 菌株. 2 : チ ャ 輸斑病菌. 3 : キ ウ イ 薬分離

3 K5-3 菌株. 4 : キ ウ イ 薬分離 3 KEC 菌株. 5 : コ ス モ ス 炭痘病菌. 6 : キ ウ イ 葉分離 KWLH-4 菌株. 7 : 
キ ウ イ 果実軟腐病菌. c) : 25'・C 3 日 間格養後の菌鍛発育程度 一 : 無， 土 : 微. + : 少. * : 中， 廿+多
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抑制 し て 有効であ っ た。 炭痘病の C. acutatum 2 菌株 に

対 し て は， フ ル ア ジ ナ ム 剤 で全 く 生育 し な か っ た が，

TPN 剤 と イ プ ロ ジ オ ン 剤 で は わ ずか に 菌糸 が生育， ピ

ン ク ロ ゾ リ ン剤 で も 少 し 生育がみ ら れた が， チ オ フ ァ ネ

ー ト メ チ ル剤 と べ ノ ミ ル剤で は か な り 生育 し て 抑制効果

が劣 っ た 。

お わ り に

キ ウ イ フ ル ー ツ の葉 に 発生がみ ら れた 3 種類、の病徴の

病 原 菌 は ， Pestalotiopsis 属 菌， Colletotrichum 属 菌 お

よ び Phomopsis 属菌 で あ る こ と が 明 ら か に な っ た 。 し

か し， 病斑部の病徴 に は輪紋斑や灰褐色病斑 な ど， 混在

し て い る 場合が多 か っ た こ と や， 病原性の あ る 菌が単独

でな く 数種が分離 さ れた こ と な どか ら ， こ れ ら の病原菌

は混在 し て い る も の と 思わ れ る 。 接種試験で有傷接種の

みで発病が認め ら れた こ と か ら ， こ れ ら の菌の病原カ は

そ れ ほ ど強 く な し 潜在的 に 付着 ・ 感染 し て い て 強風雨

a
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0第 14 回農薬生物活性研究会 シ ン ポ ジ ウ ム
「農薬生物活性検定法の探索一一い も ち病防除剤J

室内試験 と 圃場試験の は ざ ま で一一
日 時 : 平成 9 年 4 月 1 1 日 (金) 10 : 00�17 : 00 
会 場 : 東京農業大学校友会館 ( グ リ ー ン ア カ デ ミ ー )
1 . オ リ ゼ メ ー ト (明治製菓) 岩田道顕氏
2 . キ タ ジ ン P ク ミ ア イ 化学工業) 村松憲通氏
3 . カ ス ガマ イ シ ン (北輿化学工業) 和田拓雄氏

休憩 (昼食)
(塩野義製薬) 益子道生氏

( 日 本農薬) 広岡 卓氏
(武田薬品工業) 松浦一穂、氏

休 憩
7 . い も ち 病防除の あ り 方 (秋田農試) 深谷富夫氏
特別講演 「 プー タ ンーーそ の 自 然， 人， 稲， い も ち 病j

( 日 本た ば こ 産業) 山 田 昌雄氏
。 日 本植物病理学会第 7 回殺菌剤耐性菌研究会 シ ン ポ ジ

ウ ム
日 時 : 1997 年 4 月 5 日 (土)
場 所 : 名古屋国際会議場

(名古屋市熱田 区熱田西町 1 番 l 号 TEL : 
052-683-771 1 ) 

プ ロ グ ラ ム
〈午前の部〉
9 : OO� 9 : 10  
9 : 10�10 : 00 

4 . オ リ プ ラ イ ト
5 . フ ジ ワ ン
6 . フ ェ リ ム ゾ ン

10 :  00�10 : 40 

開会挨拶
灰色 か び病菌の メ パニ ビ リ ム に対す る

感受性検定方法
( ク ミ ア イ 化学工業) 村松憲通氏

灰色か び病菌 の シ プ ロ ジ ニ ル に対す る
感受性検定方法

( 日 本 チ パ ガ イ ギ ー ) 杉井信次氏

時な ど傷害 を 伴 う よ う な 条件で発病 し て く る ， い わ ゆ る

日 和見感染的傾 向 が あ る 菌で あ る 。 こ れ ら 病原菌 の発生

生態 に つ い て は不明の点が多 い が， 病原菌 の性質か ら ，

樹上や 圏 内 の 枯れ枝 な ど で越冬 ・ 増殖 し て 風雨 な ど に よ

り 伝染す る も の と 思わ れ， 本病の 発生 を 防 ぐ た め に は 防

風対策が重要 で あ る と い え よ う 。 幸 い に も ， 果実軟腐病

に 登録の あ る 薬剤が菌糸抑制効果 が高 い の で， 本 3 種の

病害 も 同時防除が可能 で あ る 。
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(休憩)
1 1 : 00� 1 1  : 40 灰色か び病菌の ピ リ メ タ ニ ル に対す る

感受性検定方法
( へ キ ス ト ・ シ ェ ー リ ン グ ・ ア グ レ

ポ) 瀬古 隆司氏
11 : 40�12 : 00 ア ニ リ ノ ピ リ ミ ジ ン 系薬剤感受性検定

方法 に つ い て の ま と め
〈午後の部〉
13 : 00�13 : 50 果菜類灰色か び病菌 の簡易検出 と 薬剤

耐性菌モ ニ タ リ ン グ
(大阪府立農林技術セ ン タ ー )

岡 田 清嗣氏
13 : 50�14 : 40 薬剤耐性菌 の基本的対策 と し て の複合

管理技術
一施設栽培 ト マ ト の灰色か び病防除
を 例 に

( 兵庫県立淡路農業技術 セ ン タ ー )
入江 和己氏

(休憩)
15 : 00�15 : 50 静岡県 に お け る 薬剤耐性菌の発生実態

と 問題点
(静岡 県病害虫防除所) 外側正之氏

15 : 50�16 : 00 閉会挨拶 そ の他
参加費 : 2 千 円 (講演要 旨代 を 含 む) 。 当 日 お 支払下 さ

問 い合わせ先 : 干 305 茨城県 つ く ば市観音台 3-1-1
農林水産省農業環境技術研究所
殺菌剤動態研究室
殺菌剤耐性菌研究会事務局

石井 英夫氏
TEL : 0298-38-8926 
FAX : 0298-38-8199 
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